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イエス様がそのキリストです！（マタイ16:16）
　
ペテロが「あなたは、生ける神の御子キリストです」と告白しました。その時、ペテロはまだ性格も変わっていないし、貧乏な間々な状態だし、周りからも指を指され無視されるような身分でした。そして、ボロボロの服を着て、シャワーも浴びていないので体から匂うような状態でした。それにもかかわらず、イエス様、あなたは約束されましたそのキリストですという一言の告白によって「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」と宣言され、それからのペテロの人生は、いろいろなことがありましたが最高に輝く勝利ある人生を歩いて行きました。先週も申し上げましたように、クリスチャンとしての第一の宣言は、神様の叫び声でもあるし神様の愛のメッセージでもあります。キリストのほかに、私たちに希望はありません。他の誰かを見る前に自分自身のことを振り返って、キリストのほかに自分には希望がありませんという結論にしっかりとたどり着くことです。そして、そうなるとなにがあっても絶望せずに、また誰かのせいにもしないでキリストが来られることだけを希望にして、それにすべてをかけて待ち望むようになるでしょう。ピンポイントにキリストに絞られて、そのキリストが来られることを待望し、それにすべての希望を託すようになることが正しい結論です。いつ来られるのか分かりませんが、その間にまだ来られていないので、結婚の時期になれば結婚もするし、仕事場に仕事のために行きます。しかし、いつも希望は、いつキリストが来られるのかだけです。もしもそのように待ち望んでいるときに、キリストが本当に来たというお知らせがあった場合、どのようになるのでしょうか。今までやっていたすべてを後にして、そのキリストに向かうしかありません。それがキリストの他には希望はありませんという宣言、告白です。ですから、人類において、また私たちにおいて一番重大な質問があるとすれば「誰がキリストなのか」という質問です。キリストの他には希望がありませんという結論が出てしまったので、残りの質問、課題、テーマは、「そうならば誰がキリストなのか」という質問です。その質問に対してペテロが告白しました。「今、私の前にいらっしゃるイエス様、あなたがそのすべての問題の解決、喜びの知らせ、唯一の希望と言われ約束されていたそのキリストです」と告白したわけです。処女マリヤから生まれたイエス様がそのキリストです。聖書が示した通りに十字架で死なれ、聖書が示した通りに３日目によみがえられましたイエス様、あなたがそのキリストです。つまり、イエスがそのキリストですという告白は、キリストが来られるという約束がもう約束ではなくて成就したということです。もうこれ以上、約束のレベルでそれが留まっていてはいけません。もうすでに実現し成就したという告白です。「イエス様、あなたがキリストです。十字架に変えられたあなたがキリストです。有名な人、偉人がキリストではなくて、お釈迦様がキリストではなくて、イエス様、よみがえられたあなたがキリストです」というのがクリスチャンの第二の宣言です。地球が半分に割れてもクリスチャンは、この信仰の宣言に立たないといけません。これは教派が違う、教団が違うなどとは一切関係ありません。クリスチャンであれば共通です。いのちより大切な宣言であるし、いのちがけで守り宣言し続けなければいけないクリスチャン宣言です。何がでしょうか。
まずは、キリストのほかに私たちの希望はありません。キリストだけが私たちの希望です。そして、希望で終らずにイエス様がそのキリストです。この告白がクリスチャンの私たちの勝利の基であるし、様々な問題があり今現在も問題を抱えているかもしれません。これからもいろいろな変化があり、いろいろな問題がやって来るでしょう。その前で私たちが負けずにめげずに勝利できる秘密は、筋トレなどをして自分を鍛えることではなくて、この告白に立つことです。皆さん、必ず勝利します。どんな問題があろうが、その問題が問題でなくなります。イエス様がそのキリストです。このクリスチャンの宣言というのは、人生最高の喜びの知らせであり、人類最高の喜びの知らせなのです。なぜでしょうか。キリストにこのような約束がありました。キリストが来られるとすべてののろいが全部終わる。その約束が成就したという宣言なのです。約束ではありません。もう成就しました。私たちはどんな人間であれ、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、自分も知らずに魂は死んでしまい、空中の権威を持つサタンに従って生きるしかなかった者です。そののろいがすべて終わるという約束が成就しました。その結果、生きていても何をどうしてもどこの国に住んでいても階級の上下も関係なく、死と罪の原理に捕らわれて滅びるしかない運命の中をたどるしかありません。そのような滅びの運命ののろいの人生が終わるという約束が成就したのです。それが、イエスはそのキリストですという告白です。人々がこの運命に捕らわれて、自分なりには生きるために必死でしょうがヘブル2：15を見ると、死ぬことを怖がっていて生きるためにあがきをしていると言われています。だから、一生懸命、生きるかのように見えていてもそれ自体がもう滅びなのです。人間というものは、必死に生きるために作られ生まれたのではありません。一番最初の人間は、神の栄光を現す神のかたちに造られて、生きることは苦労でも一生懸命でもありませんでした。神様の平安と安息を味わいつつ、この万物が人間を見たときには神を見るかのように神のかたちに造られた者だったのです。でも、罪によってそのすべての祝福を失った結果、生きることが目的であり死ぬことを怖がって生きることに精一杯なのです。奴隷として生きるしかありません。ですから、頑張るか頑張らないかに関係なく、人間は必ず重荷を背負い疲れるしかありません。みな誰かのせい、何かのせいにしたいのでしょうが、元々、こうなるしかありませんでした。そのような人生が、キリストが来られるともう終わるという約束がもう成就して終わったという宣言です。聖書から申し上げますと、サマリヤの女の人のように、幸せになりたいと願っているのにもかかわらず、その裏腹に５回も結婚して失敗して人目を避けて生きるしかない人生、それもおわりになるのかと。３８年間、不治の病にかかって迷信に頼り誰かのせいにしながら言い訳ばかりしている人生はもう終わりにするという約束を成就したのです。そして、ニコデモのように、学識もあり財産もあり教養もあり出世もして皆から認めたれ尊敬されているのにもかかわらず、心の空いている穴を埋めることもできないままアップアップしている人生をもう終わりにするという約束が成就したのです。イエスがそのキリストなのです。それがもう成就したのです。解決不可能な呪いの人生がもう終わりになったことが最高の喜びの知らせなのです。イエス様がそのキリストです。どんな問題を抱えているのでしょうか。それが問題ではありません。どうにもならない滅びののろいの問題が問題です。解決不可能なのです。誰かのせいにしないように。誰かを頼りにもしないように。だから、キリストが希望なのです。そのキリストが来られたのです。イエスがそのキリストです。なんと幸いな喜びの知らせなのでしょうか。
それから、なぜ喜びの知らせなのかというと、イエスはそのキリストですという宣言は、神様のすべての祝福がもう臨まれたということなのです。キリストによって約束されたのは、キリストが来られるとのろいが終わり、失ってしまった,奪われていた神様の天にあるすべての祝福を回復するようになるという約束だったのですが、それが成就したという喜びの知らせなのです。エペソ1：3に書いてあるように、刑務所の中なのか外なのかも関係ないように、天にある霊的なすべての祝福が与えられている。もう臨まれているのです。人間の祝福の中の祝福が、神様がともにおられることです。それをインマヌエルと言います。イエスがそのキリストですというのは、マタイ1：23に書いてあるように、イエスの名をインマヌエルと言いなさい、イエスがそのキリストですというのは、神が私たちとともにおられると約束されたことが成就したということです。なんと幸いでしょうか。そのイエスを信じる者は、神の子どもとされる特権が与えられ永遠のいのちに預かるようになるし、天の御国の国籍が与えられて生きる間に天の御国の権威をもって、いつ死んでも天国に迎え入れられる保証をもって生きる祝福がもうすでに成就し臨まれて与えられているのです。ハッピーエンディングはもう決まっているのです。何があっても希望をなくしてはいけないし、そんな理由もありません。どんなに倒れても私たちには希望があります。そして、その天の御国の希望をもってこの世の中を歩くときにも、ヨハネ14：26に書いてあるように、聖霊様がすべてを教えて導かれるのです。このような完璧な祝福が、キリストが来られるとあなたがたに与えられる。神から離れた途端に全部失ってしまったいのちの祝福を取り戻すようになるという約束が成就したのです。イエスがそのキリストです。だから、喜びの知らせではないでしょうか。

ですから、このように言えるでしょう。キリストが来られるまでは、キリストを待望し待つことです。キリストを求めつつ待つことです。何かを探し求めて待つことです。しかし、イエスがそのキリストですともう成就したわけですから、待つこと、それを別の言葉でいうと求道と言えるでしょうが、それに終止符を打つという宣言です。もう待つ必要はありません。つまり、これからキリストが来られればというのは、ああなればこうなるだろうという希望事項です。多くのクリスチャンが、もうすでに成就したにもかかわらず、信仰そのものを希望事項のように考えているのです。皆さん、メッセージを聞いて、それを自分自身に適用し祈る時に、あるいはフォーラムするときにもよく見てみると、メッセージはこうなっていると宣言しているのに、「アーメン、それが私のものだと信じます」とこのようにフォーラムすべきなのに、「そう信じるようにしてください」というようなフォーラムしかないのです。それは違います。イエスがそのキリストですというのは、探し求める求道とかだろうという希望事項はもう終わりということです。終止符を打つことです。サマリヤの女の人とイエス様の会話の中で、サマリヤの女の人が最後にこのように言います。「キリストという方が来られれば、このすべてが明らかにされて答えが出ると聞いています」。来られればこうなるだろうと。その時にイエス様がおっしゃいました。そのキリストが、この私なのだと。だから、来られればこうなるだろうということはない。来たのだから。信じれば、アーメンすればいいのです。これが、イエスがそのキリストですという信仰の宣言に示される内容です。何かを探し求めるというのは宗教です。キリスト教は、宗教ではありません。旧約の時には、キリストがいつ来られるのだろうと、来られるキリストを見上げることによって救われました。でも、イエスがそのキリストなのです。待つ必要も探し求める必要も疑問を持つ必要も迷う必要も躊躇する必要も何もありません。天の御国は信仰して行く者のものなのです。これが、イエスがそのキリストですという告白なのです。皆さん、ぜひ、だろうという信仰を捨ててください。キリスト教の福音は、だろうではありません。日本の教会の場合に、求道クラスというのがあります。それが良い悪いということではありません。興味を持ってスタートしたのですが、まだはっきりしていない。民族性もあるし個人の性格もあるのでそんなにたやすくアーメンと言えないということです。しかし、それは求道ではありません。まだよく分かっていないということであって、受け入れたにもかかわらずまだよく分からないところがたくさんあるので勉強しているのであって求道ではありません。答えは明らかにされていて、それを明らかに示したにもかかわらず、反応するかしないかだけであって、それを待つか待たないかであって求道という概念は違います。それは聖書から見ても、外国の人だから言うような話ではなく、聖書は求道ということはどこにも言及されていません。時間をたっぷりかければ最後にはどうにかなるだろうということではありません。もう結論、答えは明らかに出ています。イエスはそのキリストです。迷う必要もありません。辛い人生、疲れている人生、悩んでいる人生、苦しんでいる人生は、もうイエスはキリストです、そこにいる理由はありません。誰かのせいにする理由もありません。悩んでもだめ、頑張ってもだめなのだから、キリストは代りに解決したのだから、それをただ受け入れるだけでよいのです。探し求める人生はもう終わりです。だから、それに終止符を打つということが、聖書にはこのように表現されています。マルコ1：15などを見ると、イエス様ご自身がおっしゃいました。悔い改めなさい。天の御国が来たのだから。もうイエスはそのキリストなのだから。求道ではなくて、間違っていた。この道ではない。これではない。そこがUターンしてイエスの方に来なさいという時代が始まりました。言い訳など捨てて、誰かのせいにしたり、傷、恨みつらみ、憎しみなど全部捨ててください。それは全部間違いだからです。そこには希望などありません。キリストがいつ来られるのだろうと探し求めるようなことは終わりにしなさい。来たのだから。迷わずに誰でもどんな汚い人間でも構いません。悔い改めて来なさい。天の御国が来たのだから。喜びの知らせなのです。イエス様が生まれたときに、天使が羊飼いの方に現れて伝えた内容がそれでしょう。そこからエバンジェリズムで、漫画などではそれが変な風に引用されています。エバンゲリオンとか。聖書の言葉を変に捻じ曲げて聖書を否定しようというのが世の中の文化です。でも、エバンジェリズムというのは、天使が伝えたお知らせという意味なのです。そこでこのように天使が言いました。あなたがたに喜びの知らせを伝えに来たのだと。イエスがそのキリストなのです。
そして、このような喜びの知らせがあれば、イエスはそのキリストですというのは、人類の最高の課題は今までテーマにしていたすべてを捨ててひとつに絞られます。信仰だけです。イエスが来られてキリストとしての全てを成就してすべてを完了するようになりました。そうならば私たちがやるべきことというのは、信仰しかありません。それをそのまま認めて受け入れることしかありません。つまり、イエス様を信じる信仰が課題です。今まではそのイエス様を信じる信仰の前に、これが成就する前には影のようなことで頼っていました。その影がすべて消え去ることなのです。イエスがそのキリストですというのは、今までは神殿に戻って礼拝をささげ、そこでキリストを見上げていました。それが全部消え去るのです。律法を守ることによってキリストを見上げていました。律法を守るすべてが消え去り過越しの祭りを守ることによってキリストを見上げていましたが、それがもう終わりなのです。安息日を守ることによってキリストを見上げるということはもう終わり、安息日を守ってどうにかなるということはもう終わりなのです。すべてが終わりです。一つだけです。

それでイエスがそのキリストだということが本当であれば、残るのは今までのように何かを守ったり、何かに参加したりということではありません。そのすべてが全部消え去って一つだけです。イエスをキリストとして信じる信仰によって救われるのです。義人は信仰によって生きる。信仰に始まり信仰に進ませる。そして、その信仰は、文句のない信仰、言い訳も理由もない信仰です。このイエス様を信じる信仰に対して文句を言うような、躊躇するような理由は存在しません。そういう信仰です。キリストしか希望がないでしょう。そのキリストであるイエスが本当に来られたのであれば理由がないです。信じない理由は宇宙に存在しません。つまり、存在することのできない理由、存在することのできない文句、そして、イエス様を信じる信仰に邪魔になるような、妨害になるような内容も実は存在しません。だから、理由のない信仰です。イエス様はいつもおっしゃっています。イエスがそのキリストであれば、私についてくるためには、あなたの親、親戚、故郷、全部捨ててついて来なさい。つまり、理由、文句はないのです。信仰に対して躊躇したり疑ったり迷ったりするような理由は存在しません。それが、イエスがそのキリストですという宣言です。その告白が意味する内容です。いろいろな計算があるかもしれません。それが存在できません。イエスがキリストだから。信じることに邪魔もないし理由もありません。昨日、結婚したばかりなので後片付けをしてからついて行きますということは、イエス様は許されません。それはイエスがそのキリストですという意味が分かっていないからでしょう。お父さんの葬式があるので、イエス様を信じることは少し延期します。そんなことはありえません。理由はないのです。人生のテーマ、人類のテーマはひとつしかありません。キリストです。そのキリストが来られたのに、そのキリスト、イエスを信じることのできない理由などは存在しません。そういう意味で、先ほども申し上げましたように、天の御国は、日本語の訳は忘れましたが、自分で浸透して攻撃する者のものだという言い方をしているのです。それがイエスはそのキリストですという宣言の意味です。信仰の他には相手にしないように。そして、その信仰は無条件の信仰です。信じなくてもいい。信じてもいいという人が別々にいるわけではありません。誰でもこのイエスを信じなければいけません。そして、誰でも信じることができるわけです。差別もありません。なぜでしょうか。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。すべての人に必要なのです。
それから、イエス様がおっしゃいました。マタイ11：28に、すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。すべてなのです。ローマ1：16をこの見ても、この福音は信じるすべての人に救いを得させる神の力だとあります。すべてです。私はこれで信じることができない。信じる資格などないというのは全部でたらめです。理由もないし文句もないし条件もありません。テーマは、信仰だけです。生きる理由、まことの幸せの人生になる道は信仰しかありません。信仰のほかに相手にしないように、それが、イエスがそのキリストですという信仰告白です。それが分かったのであれば、イエスがそのキリストですというのは、これからはイエス様が歴史の中心でありすべての基準になるという意味がそこにはあるのです。皆さん、毎日どんなときでもこの告白、宣言を惜しまないようにしてください。イエスはキリストではなくて、そのキリストなのです。Jesus is Christなのです。創世記：15から、旧約においてずっと預言され約束されすべてののろいが終わり、すべての祝福が臨まれ、永遠のいのちの祝福に預かるようになる約束のキリスト、その方がイエス様なのです。だから、もう迷いも疑問もあいまいなことも何もありません。躊躇も待つこともありません。影もありません。信じることだけです。だから、キリスト教は信じるところです。頑張るところではありません。求道などはありません。目の前でお腹がすいている者は、ここにパンがあるというなら食べるだけです。ここでいろいろなことを考えて求道などいりません。食べればいいのです。それがイエスはそのキリストですということです。もう来たのです。完了したのです。終わったのです。だから、喜びの知らせなのです。私たちがやるべきことは信じるだけです。だれでもイエスの御名を呼ぶ者、信じる者は救われます。
それから、今までもそうだったのですが、明確にイエス様がキリストとして来られた以降の時代、歴史は、イエス様が中心で基準です。イエス様が歴史の中心というのは、イエス様が来られるまでの歴史は、実はイエス様がはじめて人間となって世に来られるために動いて存在していた歴史です。これが歴史なのです。歴史は見る人が全部自分勝手に解釈します。歴史の主は神様ご自身であり、アダムの時からイエス様が世に来られるその時までイスラエルの歴史を始め、世界中のすべての歴史はキリストが世に来られるためにあったものです。その証拠、資料は、マタイの福音書１章の方に、イスラエルの家系、系図が紹介されています。その意味はすべての歴史、王様が生まれたり何かあったりのイスラエルの歴史すべてがイエスがこの世に来られるために動いてきた者なのです。これが歴史です。中心です。皆さんが、イエスはキリストですと告白するときには、これも一緒に告白することです。イエスが歴史の中心です。それから、地球の歴史はいつまでも続くわけではありません。終わります。何を基準にして終わるかというと、イエス様がまた再臨なさるために歴史は流れていくわけです。再臨なさるというのは、裏返しますと世界福音化が終わるときに再臨なさいます、つまり、イエス様が歴史の中心というのは、これからの歴史は歴史が終わるその時まで戦争もあり災害もありいろいろな事があります。国が盛んだり滅びたりいろいろあります。これからも。しかし、そのすべてはイエス様の再臨のために、世界福音化のために流れるものであって、その理由のために存在する歴史なのです。

そして、イエスがそのキリストですというのは、すべての基準がまず既存の概念がすべて崩壊して行くようになります。それがイエスはキリストですという宣言の中に入っている内容です。既存の概念。特にマタイの福音書からヨハネの福音書までの内容は全部そういう内容で、特に山上垂訓の内容は、何が人間の幸せなのか、何が律法を守ることなのかなどに対して、既存の概念が全部崩れて、イエスを信じることは幸いなことであり、イエス様を信じることは律法を守ることです。神様に仕えること、神を愛すること、ユダヤ人が考えていた既存の概念が全部否定され、イエスを信じることが神を愛することだし、神のみことばを守るというのはイエスを信じることが神のみことばを守ることなのです。概念が全部崩壊してしまいます。これはイスラエルだけではなく私たちも同じです。パリサイ人との言い争いの内容もいつもそうでした。そして、結局、イエス様と教会が迫害にあった最初の一番大きな理由は、既存の概念が全部崩壊するので彼らが抵抗したのでした。私たちも同じです。イエスがそのキリストだというのは、生まれて今まで教育、経験、様々なことを通して私たちに入っていることがありますが、それが全部崩れる内容になります。改革です。それがイエスはキリストです、そして、イエス様はすべての基準になります。イエス様はおっしゃいました。新しい葡萄酒は新しい袋に入れないといけないと。つまり、イエス様を基準にしてすべてを再整理、再解釈をしないといけない。皆さん、幸せの基準は何でしょうか。イエスがキリストであれば、その告白が本当に皆さんの告白であれば幸せはイエス様を信じることが幸せ、イエス様から離れているのが不幸なのです。何が平安で何が不安でしょうか。イエス様を信じる信仰を持っているのが信仰であり、そこから離れることを不安と言います。何が善で何が悪でしょうか。イエス様を信じる事が善であり、イエス様を否定することが悪なのです。このように今短く申し上げましたが、すべての基準がイエス様にある。それが、イエス様がそのキリストですということです。そして、今申し上げました内容が、実はマタイの福音書からヨハネの福音書までの一番大きなメッセージなのです。

まとめましょう。クリスチャンとして絶対に譲ることができないクリスチャン宣言、イエスがそのキリストです。もう成就しました。だから信仰だけです。そして、これからはイエスがすべての概念、価値観、基準です。これを覚えていてください。皆さん、毎日クリスチャン宣言として第二の宣言としてこの宣言を欠かさずに宣言していただきたいと思います。そして、もしかして人生に何かを探し求めてさまよっている方がいれば、それに終止符を打ってください。５月の連休にお遍路をして今年はご利益がいっぱいああって1.5倍の人間が集まったようですが、そういうことはもう終わりです。もうこれ以上,何かを探し求めるのは終わりです。イエスはキリストです。そして、信仰生活の中でもさまよい続ける方がいらっしゃいますが、それも終止符を打ってください。どこを探してもありません。探す理由もありません。イエス様をキリストとして信じる信仰の前に立ってください。信仰です。
それから、イエス様を基準にして皆さん、それぞれ自分自身を振り返っていろいろな概念を再整理してみてください。誰かのせいにしないで。それから、何よりイエス様を基準にして整理する中で自分のことを再整理してこの結論が出るまでずっと黙想してください。私は幸いな者です。なぜなら、イエス様を信じたからです。こんなに大変な目に遭っていてもそうです。刑務所の中にいてもそうです。薬を飲んでいてもそうです。私は幸いな者です。イエス様が基準です。なぜなら、イエスがそのキリストだからです。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。今日も兄弟姉妹とともに神様に賛美をささげ礼拝をささげる幸いを感謝します。なにより絶対譲ることができない、またこれからの勝利のすべての鍵となる信仰告白を教えてくださりありがとうございます。イエス様は唯一の希望、そのキリストですと宣言することができるように。そして、その意味が何なのかしっかり理解でき、自分は幸いな者だとこれからは今までの概念に惑わされずにキリスト、イエスを基準にして整理し神の国を歩くことができるようにひとりひとりを導いてください。私たちのためにキリストであるイエス様を送って十字架に引き渡され,よみがえられ、今私たちとともにおられるようにしてくださいました主の恵みを感謝いたします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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